
●自治体の基本は「住民福祉の増進」〔地方自治法〕

　です。様々な社会保障の向上を求めることは自治

　体議の使命でもあります。例えば障害福祉では、

　障がい者用駐車場の整備と確保、公共施設のバリ

　アフリーや雇用率の向上、医療窓口無料化を求め

　てきました。

●胸にはいつもイエローリボン（日本障害フォー

　ラム提唱）をつけています。山梨県身体障害者

　福祉会では議員懇談会の会長もさせていただい

　ています。毎年の市政報告会等には必ず手話通

　訳・要約筆記をお願いしています。まず自分から

　率先して行政・社会にも広げたいと思うからです。

●国保、介護、後期高齢者の保険料が、大幅に上が

ろうとしています。国の悪い政策上の問題ですが、

自治体段階でできる限りのストップと負担の軽減

に全力を挙げていきます。

●医療・介護の負担増は、市民に受診や医療抑制を

　経済的に強いることになります。それはいのち

　を脅かします。表は、国保保険料の滞納によって

　保険証が無く亡くなった方々の一年間の受診歴

　です。ほとんど医療を受診しないままに亡くなって

　いるのです。つまり様々な負担増とは、いのちと

　生活を脅かすことになるのです。

いのちと生活を守るのが「社会保障」で、自治体の任務です

私の背広にはいつも

イエローリボンです
甲府市の国保資格証で亡くなった人数と受診歴

※国民健康保険課調べ

国保・介護・後期高齢者の
保険料値上げは
いのちを脅かします

主張して
います



自助自立より
社会保障の充実を
社会保障・教育の公的責任を今こそ
求めて、くらしの安心・安全の街を
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●児童扶養手当や児童手当は、いままで年3回の振

　込みでした。これでは毎月の家計のやりくりは大変。

　国の指導からも新々年度からは隔月振込みが適用

　されます。そこで、私は市のシステムを改善して毎

　月振込みにすることを求めています。

主張して
います まだまだ不十分です！子育て援助をしっかり！

●教育と子育ても大切な自治体の任務です。例え

　ば甲府市の就学援助〔家計の教育費が困難なご

　家庭に対して「義務教育は無償化」による給食

　費などの公的援助〕その割合が、現在でもなぜ

　か低いままです。その周知などの改善も求めて

　います。


